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地区テーマ 「参加してロータリー活動を楽しもう」 

「世界を変える行動人」 

国際ロータリー第2640地区 ガバナー  中 野  均 

10月は「経済と地域社会の発展月間」と「米山月間」です。 
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詳しくは My ROTARY 参照 



ＲＩ会長 10月のメッセージ     ＲＩ会長 マーク・ダニエル・マローニー 



ガバナー 10月のメッセージ         ガバナー 中 野  均 

  「経済と地域社会の発展」とは、失業、不完全雇用、ビジネスの機会・職業
研修・社会保障の欠如は、貧困を引き起こす深刻な問題です。人びとが健康
で安全な生活を送るための手段の一つとなるのが「働くこと」であり、貧困を
減らすには雇用機会の創出と収入源の確保が必要とされます。特に、女性、若
者、貧困層の人びとのエンパワメント（社会における地位向上）は、持続可能
な経済的・社会的発展のカギとなる要素です。 

 「経済と地域社会の発展」は、ロータリーの６つの重点分野の一つとなっています。 

経済と地域社会の発展が重視される理由として 

・一人当たりの農業収入が１％増えるごとに、極度の貧困者数が0.6%～1.8％減る。 

・ある研究によると、マイクロクレジット（小口融資）を利用できれば、収入や消費の変動に左右されに
くくなる。 

・ある研究によると、ナイジェリアでは、人材投資（教育や研修など）を１％増やすことで、貧困を６６％
以上減らすことができる。 

・単純労働で働く女性は、専門性のある仕事に就くためスキルを備えていない。シンガポール、台湾、
マレーシアなどの国に見られるように、職能訓練の充実は、その国の付加価値生産を高めるための
必須条件である。 

 世界銀行によると、１日に１ドル25セント未満で生活する貧困者数は、１９９０年に１９２万人でしたが、
２０１１年には１００万人にまで減少しています。貧困を減らす取り組みでは着実な成果が挙げられてお
り、２０１５年にはミレニアム開発目標（ＭＤＧｓ）の一部が達成されています。しかし、持続可能な開発目
標（ＳＤＧｓ）では、現在も世界に以下のような切迫したニーズがあると指摘されています。 

・２０１３年の失業人口は約２億２００万人であり、そのうち７,４５０万人は１５歳～２４歳の若者だった。 

・都市部以外に住む貧困者の７０％の主な収入源と仕事は農業である。 

・雇用における男女格差は根強く、２０１２年の就業率における男女差は24.8ポイントである。 

 

続いて、米山月間について 

 毎年１０月を「米山月間」と定めている。クラブは、この月に特に米山奨
学事業の意義を深く認識し、寄付金を募る活動をする。そのために米山奨
学生や地区役員・委員の卓話を聞き、更に奨学会から提供される資料をも
とにクラブ・フォーラムを開催したりすることが推奨されている。 

 ロータリー米山記念奨学事業とは、公益財団法人ロータリー米山記念
奨学会（以下、米山奨学会）は、日本のロータリーが協同で運営する民間
奨学団体です。米山奨学会では日本で学ぶ外国人留学生に奨学金を支
給し、支援する国際奨学事業を行っています。 

 事業の使命として、将来、日本と世界を結ぶ「懸け橋」となって国際社
会で活躍し、ロータリー運動の良き理解者となる人材を育成することで
す。これは、ロータリーの目指す“平和と国際理解の推進”そのものです。
全てが、皆さまのご寄付で成り立っていますので、是非、この月にご寄付
賜りますよう宜しくお願い申し上げます。最後に、この辺りに「米山記念館
の寄付」で、当地区に功労賞を頂きましたので、紹介させていただきます。 

経済と地域社会の発展・米山月間によせて  



米山月間に寄せて 

地区米山記念奨学会 委員長 近森 裕子  

 公益財団法人 米山梅吉記念館 の創立50周年式典に、9月14日

に参加して参りました。 

 『公益財団法人 米山梅吉記念館』は昭和44年３月26日、財団法

人として設立されました。日本におけるロータリーの祖である米山

梅吉を記念するためのもので、彼の生い立ちと人となりからその

一生が展示されていました。 

 米山梅吉氏の 生い立ち、 渡米、 三井銀行時代、 三井信託銀

行時代、 三井報恩会（医療、福祉関係）（農村振興事業）（学術研究、実験助成）、 米山梅吉

の教育奉仕（青山学院）（立教大学）（郷里長泉村(町)）と、偉業の数々を知る大変貴重な体

験でした。 

 特に印象的であったのが、まず、米山

梅吉氏のお墓でした。地元のロータリーク

ラブの方達が、お線香をご用意してくだ

さっており、お参りさせて頂くことができ

ました。そして、昭和6年、米山梅吉が長泉

小学校に本1,000冊を寄贈した『米山文庫

こども図書館』。現在では広く一般に開放

され、年間7､000名余に9,000冊が活用さ

れるなど、親子や地域の交流の場となっているというのも印象的でした。 

 結びに、今回の50周年式典にあたって、米山梅吉記念館の地元の各ロータリークラブの

皆様には、駅までのお出迎え、館内の案内、詳細な説明、米山梅吉氏のお墓までの道案内

など、大変お世話になったことを感謝申し上げます。有難うございました。 



  失業、不完全雇用、ビジネスの機会・職業研修・社会保障の欠如は、貧困を引き起こす深刻な問題です。人び
とが健康で安全な生活を送るための手段の一つとなるのが「働くこと」であり、貧困を減らすには雇用機会の
創出と収入源の確保が必要とされます。特に、女性、若者、貧困層の人びとのエンパワメント（社会における地
位向上）は、持続可能な経済的・社会的発展のカギとなる要素です。「経済と地域社会の発展」は、ロータリーの
6つの重点分野の一つとなっています。 

 世界銀行によると、1日に1ドル25セント未満で生活する貧困者数は、1990年に192万人でしたが、2011年には
100万人にまで減少しています。貧困を減らす取り組みでは着実な成果が挙げられており、2015年にはミレニ
アム開発目標（MDGs）の一部が達成されています。しかし、持続可能な開発目標（SDGs）では、現在も世界に以
下のような切迫したニーズがあると指摘されています。 

経済と地域社会の発展が重視される理由 

 一人当たりの農業収入が1％増えるごとに、極度の
貧困者数が0.6％～1.8％減る 。 

 ある研究によると、マイクロクレジット（小口融資）を
利用できれば、収入や消費の変動に左右されにくくな
る。 

 ナイジェリアでは、人材投資（教育や研修等）を1％
増やすことで、貧困を66％以上減らすことができる。 

 単純労働で働く女性は、専門性のある仕事に就く
ためのスキルを備えていない。シンガポール、台湾、マ
レーシアなどの国に見られるように、職能訓練の充実
は、その国の付加価値生産を高めるための必須条件
である。 

2013年の失業人口は約2億200万人であり、そのうち
7450万人は15歳～24歳の若者だった。 

都市部以外に住む貧困者の70％の主な収入源と
仕事は農業である。 

 プロジェクトを始める前に、まず地域社会の「ニーズ」何が必要か）と「リソース」（何を地元で調達できるか）
を確認することが大切です。地域の強みと弱みを調べ、どのようにしてニーズに取り組むのが効果的かを考え
ましょう。現地の歴史、文化、社会構造を念頭に入れ、地元の人や自治体・他団体と協力して徹底した地域調査
を行いましょう。 

 調査の段階から地元の人と協力すれば、重要なニーズが見つけられるだけでなく、地元の支持を得た上で、
持続可能性の高いプロジェクトを実施できます。 

 経済と地域社会発展のニーズがある場合、その多
くは以下のいずれかのカテゴリーに当てはまるはず
です。 

•若者の失業率を下げる 

•起業の妨げとなる要因をなくす 

•農業・畜産業の機会を妨げる要因をなくす 

•貧困問題に取り組むためのリソース 

若者の失業率 

 2013年の統計によると、全世界で失業中の若者（15
～24歳）の数は7450万人を上回っています。スキルと
リーダーシップを育むことは、若者の就業率を改善
し、貧困を減らすための重要な要素です。仕事に役立

つスキルを身につければ、就職のチャンスが広がるだ
けでなく、生産性が高まり、地元経済の発展も促され
ます。しかし、貧困地域の人びとにスキル養成の機会
を提供し、スキル研修が実際に就業へつながるよう支
援するには、事前の慎重な計画が必要です。 

農業・畜産業の支援 

 2013年、全世界で推定8億4200万人が慢性的な飢
えに苦しんでおり、その98％が発展途上地域に暮らし
ています16。今世紀半ばまでに、世界人口の約70％が
都市部に集中し（現在は49％）17、収入レベルも増加
すると予想されています。都市部とその近郊に住む比
較的裕福な人口が増えれば、高まる需要によって食
糧生産を今よりも約70％増やす必要性が生じます18。
地元の課題と資産は何かを考え、適切な介入策を立
てることで、農業生産の維持と増加が促されます。 







ガバナー公式訪問 

9月3日（火） 貝塚ロータリークラブ 

会長：小司 和代    

幹事：山口 昭治   

 

 

9月3日（火） 堺泉ヶ丘ロータリークラブ 

会長：森 恭一     

幹事：谷口 誠乙  

 

 

9月4日（水） 岸和田ロータリークラブ 

会長：高松 正剛  

幹事：梶野 泰史  

 

 

9月4日（水） 河内長野東ロータリークラブ 

会長：辻 展幸  

幹事：河合 真吾 

 

 

 

9月5日（木） 高師浜ロータリークラブ 

会長：藤田 眞佐子 

幹事：藤戸 輝洋  

 

 

 

9月5日（木） 羽衣ロータリークラブ 

会長：中村 宗浩   

幹事：藤沢 直史   

 

 

9月6日（金） 泉大津ロータリークラブ 

会長：中  透    

幹事：杉本 憲一  

 

 

9月10日（火） 高石ロータリークラブ 

会長：古川 英宏 

幹事：網田 隆次  

 

 

9月11日（水） 貝塚コスモスロータリークラブ 

会長：田端 隆彦    

幹事：西上 茂樹 

 

 

9月12日（木） 泉佐野ロータリークラブ 

会長：岡本 和三    

幹事：甚野  治   

 

 

 



ガバナー公式訪問 

9月12日（木） 大阪金剛ロータリークラブ 

会長：髙橋 重明      

幹事：南 和美    

 

 

9月13日（金） 堺北ロータリークラブ 

会長：木畑 清      

幹事：中田 学    

 

 

9月14日（土） KUMATORI向日葵ロータリークラブ 

会長：番匠 博    

幹事：番匠 琢磨  

 

 

9月14日（土） 堺フラワーロータリークラブ 

会長：太田 俊幸   

幹事：東 秀昭  

 

 
9月14日（土） 堺フェニックスロータリークラブ 

会長：宮前 美穂子   

幹事：李 受津  

  

 

9月17日（火） 関西国際空港ロータリークラブ 

会長：昼馬 義宏    

幹事：川﨑 真範   

 

 

9月18日（水） 堺おおいずみロータリークラブ 

会長：新本 憲一   

幹事：貞方 澄夫  

   

 

9月18日（水）  堺中ロータリークラブ 

会長：竹内 伸雄 

幹事：辰巳 浩之  

 

 

9月19日（木） 富田林ロータリークラブ 

会長：下野 純司    

幹事：橋本 英樹  

 

 

 

9月19日（木） 大阪狭山ロータリークラブ 

会長：桑原 雅文     

幹事：幸坂 信男 

 

 
[ 次ページへ ] 



ガバナー公式訪問 

9月20日（金） 岸和田東ロータリークラブ 

会長：山本 新一郎      

幹事：坂本 光文 

 

 

9月24日（火） 有田南ロータリークラブ 

会長：中 善隆     

幹事：藤林 範員   

 

 

9月24日（火） 串本ロータリークラブ 

会長：谷 賢司      

幹事：鎌田 俊彦   

 

 

9月25日（水） 新宮ロータリークラブ 

会長：児嶋 隆也   

幹事：福田 一郎    

 
 
 

9月29日（木） 那智勝浦ロータリークラブ 

会長：田邉 毅一     

幹事：坪井 俊雄     

 

 

 

日本のロータリー 

百周年を祝う鐘 



地区活動報告 

青少年長期交換学生  第1回オリエンテーション  

 今年も、8月中に各国からの長期交換学生が来日をしました。本年度

は、アメリカから5名、ドイツから1名、インドネシアから1名の合計で7名

の学生を2640地区ではホストをします。また、同じ数の日本人学生が

海外へ出発しました。 

 9月1日（日）に岸和田

市の波切ホールにて、

長期受入れ学生の為の

第1回オリエンテーションと帰国学生による報

告会を開催致しました。受入れ学生の中に

は、来日前から日本語の勉強をしていた人も

おり、日本語での自己紹介にチャレンジをし

てくれました。 

 帰国学生による報告会には、1年間の長期交換から帰国した4名と、今年の夏に短期交換

で海外に行った8名の学生さん達が参加してくれまして、それぞれの海外での経験を語っ

てくれました。特に長期交換の4名については、楽しかった事だけではなく、苦労した経験も

お話してくれました。皆さん、一様に逞しく成長してくれたように思います。 

 最後に、交換プログラム参加のOB・OGから組織

されているROTEXのメンバーが中心となっての

長期受入れ学生歓迎会を開催してくれました。

色々なゲーム等を企画してくれまして、若い学生

さん同志は、殆どが初対面なのにもかかわらず、

直ぐに打ち解けて、仲良く楽しんでくれたように

思います。 

 9月8日（日）には、2020年―2021年度の長期交

換学生の選考会をガバナー事務所で開催をしまして、2名の候補生を決定しました。今後、

交換に向けての準備・オリエンテーションに参加して頂くことになります。  

地区青少年交換委員長 豊岡 敬  



地区活動報告 

クラブ社会奉仕委員長会議  

地区社会奉仕委員長 坂東 剛  

 9月14日(土曜日)、JA和歌山ビルに於いてクラブ社会奉仕委員長会
議を開催致しました。昨年度に倣い年度末近くの開催を考えていました
が、地区組織の改定に伴う社会奉仕委員会の立場や考え方に戸惑う多
くの声を聞き早期開催する事と致しました。組織の性質上、各クラブの
青少年奉仕委員長さんにも出席のお願いを致しました。 

 プログラム内容は二部形式のセッ
ションとし、セッション-1では「進化す
るロータリー」とのテーマで「国際
ロータリーの向かう奉仕とは」を題
にパワーポイントを用いて地区組織
変更について解説致しました。セッ
ション-2では「青少年トーク」との

テーマで「ローターアクト」「RYLA」を題に当地区ローターアクトの元代表２名にお話を
伺いました。セッション-1・2共その後会場全体でディスカッションを行いました。 

 今回の狙いの一つに、ご出席皆さんに発言の機会を出来る限り多く提供したいとの
思いが有りました。その様な思いから、会場ディスカッションを行う事とし会場テーブル
配置も今までに無い斬新なレイアウトにしました。 

 プレゼンに聞き入る表情は真剣で、皆さんの関心の度合いを感じさせられました。
ディスカッションでは、やはり戸惑いの様相で、現況の矛盾や問題点に対する声が多く
又この場の議論で問題の完全解決に至らない事も承知されている様子でした。地区委
員会からは有るだけの情報を提供し各クラブにお持ち帰り頂く事になり、各委員長さん
にはクラブでの調整にこれ迄以上にご尽力頂く事となりそうです。 

 委員長皆さんのご活躍に敬意を表し、各クラブの益々の発展を祈念申し上げます。
ご出席下さった全ての皆さんに感謝いたします。  



地区活動報告 

クラブ会長・会員増強委員長会議  

 クラブ会長・会員増強委員長会議を、9月21日(土曜日)、JA和歌山ビ
ルに於いて開催いたしました。 

 各クラブの会長50名と会員増強委員長40名と地区役員、ガバナー
補佐、地区会員増強委員等、総勢 約150名が参加し、ロータリーの重要
な課題である会員増強について、勉強しました。 

 冒頭、中野ガバナーの挨拶では、ロータリーの時代の変化への対応と将来に適応、
備えにおいて、会員増強は重要な課題。多様性のあるクラブが求められていると述
べ、参加者に理解と協力を訴えました。引き続き、地区会員増強・維持委員長の川口か
らは、「会員増強の実態について」とアンケート集計の結果発表を行いました。会員年
齢の分布や割合、活動プラン、成功事例・要因、大会防止の対策など、各クラブの取り組
みについて説明。地区の会員数の推移を示しました。 

 また、基調講演では「会員増強について」第３地域ロータリーコー
ディネーターの高島 凱夫氏(RI第2660地区PG）から、日本の会員の
推移、女性会員の割合、会員減少傾向の要因や今後の課題につい
て、データを基に詳しい説明があり、ビジョン（戦略計画に）策定が大
切であり、会員の満足度と会員増強に繋がると力説しました。更にMy 
ROTARYのラーニング＆参考資料から、「クラブの健康チェック」シー
トをダウンロードし、会員に記入してもらう事を勧めました。最後に会

員増強には「奇策・秘策」は無し。一番大切なのは、クラブの会員の熱意しかないと締め
くくりました。 

地区会員増強・維持委員長 川口 正  



地区活動報告 

米山奨学生研修旅行 ＩＮ 紀南 

 毎年米山記念奨学委員会では奨学生に対し地域の歴史文化を肌
で体験し知っていただくために、研修旅行を実施しています。今年は
8月31日・9月1日と米山記念奨学生の研修旅行を田辺市・串本町を訪
れ実施いたしました。 

 31日、先ずは和歌山駅に集合し都市と農村の交流を目指したグ
リーンツーリズム施設秋津野ガルテンにて地元のお母さん方がつく
るスローフードバイキング料理で昼食を取り。同敷地内にある体験工
房にて草木染体験をしました。 

 その後田辺市内の博物学、民俗学の分野における近代日本の先駆者的存在であり、
同時に植物学、特に「隠花植物」と呼ばれていた菌類・変形菌類・地衣類・蘚苔類・藻類の
日本における初期の代表的な研究者である南方熊楠の資料を収蔵した南方熊楠顕彰
館・南方熊楠旧居を訪問しました。当初田辺市内の街歩きをする予定でしたが雨天のた
め田辺市ボランティアガイドによる田辺市の解説していただき、宿泊先のホテルハー
ヴェスト南紀田辺へ向かいました途中ナショナルトラスト発祥の地天神崎に立ち寄りま
した。 

 9月1日は南紀熊野ジオパークの資料を集めた南紀熊野ジオパークセンターを見学し
ました。ジオパークはプレートの沈み込みに伴って生み出された３種類の大地、それら
が作る独特の景観、温暖湿潤な気候がもたらす多種多様な動植物、そしてそこから生
まれた熊野信仰、数多くの優れた自然や文化を体感でき、範囲は和歌山県の南部一帯
に及びます。その後、串本ロータリークラブ矢倉会員に同行して頂き、潮岬、橋杭岩を訪
れました。 

 この旅行で奨学生に2640地区内の自然と歴史の一部・奨学生同士の交流理解が少
しは進んだと思います。 

 研修旅行には奨学生14名・米山学友学友3名・米山奨学委員7名・に米山記念奨学会
前窪理事が参加しました。 

地区米山記念奨学委員会 

学友小委員長 玉井 洋司 



地区活動報告 

 全国統一ローターアクトの日（9月8日） 

 今年度2640地区の代表努めさせて頂いたおります堺ローターアクトの酒井憲久と申
します。私たちは年間約10回の地区イベントを行っており、今年度認証され、発足した和
歌山東南ローターアクトを含め総勢60名で構成されております。 

 最近行った9月8日のアクトの日では、今年世界遺産認定となった百舌鳥古市古墳群
に今後、多くの観光客が来る見込みがあるので周辺の施設や道路を綺麗に保つ事の
考えるきっかけ作りを図る為、堺市の大仙陵古墳周辺にあるVR鑑賞とお茶体験をロー
タリー様9名、アクト31名の総勢40名で行いました。その後の懇親会でバーベキューも
行い、各クラブに生かせる情報交換もすることができ、大変貴重な時間を過ごせまし
た。 

 ロータリークラブの皆様にはローターアクトのイベントに是非、参加して頂けたらと思
います。 

地区ローターアクト 代表 酒井 憲久 



クラブ活動報告 

岸和田市にエレベーター用「防災ボックス」を寄贈 

ワールド大阪ロータリーE クラブ 

会長 定成 みず希 

 

 2018 年6 月18 日に発生した、大阪府北部地震の爪痕が2019 年9 月時点でも数多く残
されています。ワールド大阪ロータリーE クラブのメンバーにも被害にあった方も数多く在籍
しております。メンバーで知恵を出し合い何か社会の為に奉仕ができることはないかと協議
した結果、備えに重視した防災グッズを寄贈しようという運びから我がクラブの所属する地
区である岸和田市へ寄贈することとなりました。 

 防災ボックスは簡易トイレ、飲料水、非常食などが入った場所を取らないコンパクトなもの
を用意致しました。従来の防災ボックスよりもコンパクトな為、設備場所を選ばず設置できる
便利なアイテムです。 

 寄贈の感謝として感謝状の授与式を行っていただき、社会奉仕の実感をメンバー全員で

共感できた良い社会奉仕となりました。授与式では岸和田市長（永野耕平氏）をはじめ、岸和

田市危機管理部の職員の皆様に出席いただきました。岸和田市でも今後の南海トラフ地震も

含め災害についての取り組みを強化したいという構想があり我がクラブの社会奉仕と目的

が合致し、大いに喜んでいただけました。市長よりこのご縁を機会に今後もより良い関係を

築いていきましょうとの言葉も頂きメンバーの奉仕意欲も高まり非常に良い式となりました。

岸和田市役所の皆様並びにワールド大阪ロータリーEクラブメンバー、本当にありがとうござ

いました。よりよい社会創りに貢献できるよう邁進する次第です。 

「感謝状」 

  右 岸和田市長 永野 耕平氏 

  左 会長 定成 みず希 

左より 副会長 木村 大二 パストガバナー 久保 治雄 

       会長 定成 みず希 岸和田市長 市職員の皆様 

 この記事は、当該クラブより寄稿のあった文章をそのまま掲載しています。このため、写真説明文

では「パストガバナー 久保治雄」と表記されています。 

 但し、当地区は、地区の正式議決により、「久保治雄氏につきパストガバナーとして処遇しない」

旨を決定しています。よって、この記事の表記は、当地区として久保治雄氏をパストガバナーとして

処遇して掲載したものではありませんので、注記させていただきます。 



クラブ活動報告 

 

貝塚コスモスロータリークラブ 

 

 貝塚コスモスロータリークラブ（会長 田端 隆彦）は、2019年9月7日（土）スターゲイトホテ

ル関西エアポートで創立25周年記念式典を開催しました。 

 今回も少人数のメンバーで準備を進め、当日は、貝塚市長 藤原 龍男様、地区ガバナー 

中野 均様、友好クラブ 台北松山扶輪社様、和歌山ｱｾﾞﾘｱRC様、その他多くのご来賓等82名

のご出席をいただきました。 

  このたび記念事業として、貝塚市文化振興事業団様のコスモスシアター内に「みんなのピ

アノ」の寄贈と、そして和歌山ｱｾﾞﾘｱRC様に「盲導犬育成金」を寄贈させていただきました。 

 第一部の記念式典に引き続き、第二部の祝宴には、夏樹 陽子さんをお迎えしてのシャンソ

ンライブで宴を盛り上げていただき、ご出席をいただきました皆様のお陰で無事創立25周

年記念式典を滞りなく終えさせて戴く事が出来ました。 

  これからも会員一同地域に根ざした奉仕活動に取り組んでまいりたいと思います。 

文：創立25周年実行委員会 総務委員長 川﨑 晃生 

創立２５周年記念式典を開催 

田端 隆彦会長             中野  均ガバナー 

みんなのピアノ 

盲導犬募金活動 

集合写真 



10月24日は「世界ポリオデー」！ 

 世界ポリオデーは、世界中のロータリアンがポリオ根絶活動についての認識を高めるための活動
を実施する絶好の機会です。 

 地元でポリオ根絶に関連したイベントや活動を実施しましょう。イベントの計画には、ポリオ根絶サ
イトのリソースセンターから各種リソースをダウンロードしてご利用ください。  

 2019年世界ポリオデーのイベントにご参加ください。 h ps://www.endpolio.org/  

 

ポリオ根絶特別プログラムのネット配信をご覧ください。  

 日本時間10月24日の夜（具体的な時間は未定）、国際ロータリー公式フェイスブックページ
（日本語）上で、ポリオ根絶特別プログラム（日本語字幕付き）が配信されます。世界における
ポリオ根絶活動の現状とこれまでの成果が紹介されますので、ぜひ同フェイスブックのイベ
ントページから参加予定をお知らせください。  

 今年で4年目を迎える「世界ポリオデー」のイベント

が、10月24日に行われます。米国ジョージア州アトランタ

にある米国疾病対策センター（CDC）で行われるこのイ

ベントでは、ポリオ撲滅における進展にスポットライトをあ

てるほか、世界からポリオを永遠になくすために今後何

が必要とされるのかが取り上げられます。イベントの様

子は、ポリオ撲滅支援サイト（endpolio.org/ja）でライブ

配信されることとなっています。昨年の同時期と比較す

ると、世界的なポリオの発症数はほぼ半減しており、リ

ソースを結集すれば、今年中に最後の症例となる可能性が高まっています。 

 この秋、世界ポリオデー（10月24日）やポリオ根絶のファンドレイジングを目的とした自転

車レースへの参戦（11月23日）が予定されています。今後もどうか、ロータリーのポリオ根絶

活動へのご支援をよろしくお願いいたします。 



クラブと地区のリーダーのためのニュースレター 



「令和元年8月 九州北部豪雨災害」義捐金のお願い 

ガ  バ  ナ  ー   中野  均 

地区社会奉仕委員長  坂東 剛 

  2019年（令和元年）8月27日から、九州北部で発生した集中豪雨は、各地で浸

水など甚大な被害をもたらしました。 

  地区及び地区社会奉仕委員会では、各クラブ皆様のご理解とご協力のもと、

義捐金を募り、ガバナー事務所で取り纏め、被災地区へお届けいたします。 

 また、当地区から支援先地区への送金金額や時期につきましては、後日、ご

報告申し上げます。 

 なお、被災地区に対し、独自に直接、支援をご計画のクラブにおかれまして

は、あらためて義捐金をお振込み頂かなくて結構ですので、申し添えます。 

支援先地区 国際ロータリー第2740地区（長崎・佐賀） 

振込期限  2019年10月10日（木） 

【振込先】 

 紀陽銀行 東和歌山支店 普通 ２０３９１６６ 

 国際ロータリー第2640地区 預り金 ガバナー 中野 均 

 （コクサイロータリーダイニセンロッピャクヨンジュッチク アズカリキン ガバナー ナカノ ヒトシ） 

被災地・被災者の皆様へ 心よりお見舞い申し上げます。 









ロータリアンの行動規範 
ロータリアンとして、私は以下のように行動する。 

１）個人として、また事業において、高潔さと高い倫理基準をもって行動する。 

２）取引のすべてにおいて公正に努め、相手とその職業に対して尊重の念をもって 接
する。 

３）自分の職業スキルを生かして、若い人びとを導き、特別なニーズを抱える人びとを助
け、地域社会や世界中の人びとの生活の質を高める。 

４）ロータリーやほかのロータリアンの評判を落とすような言動は避ける。 

５）ロータリーの会合、行事、および活動においてハラスメントのない環境を維持すること
を支援し、ハラスメントの疑いがあれば報告し、ハラスメントを報告した人への報復が
起こらないよう確認する。 

（2019年1月理事会会合、決定119号） 

「ロータリアンの行動規範」が変わりました。 

「6つの重点分野」の表記が一部変更になりました。 

 ロータリー財団管理委員会は、2019年4月に行われた会合で、未来の夢計画の実施
後初めての包括的な見直しを受け、各重点分野の基本方針に若干の変更を加え、い
くつかの重点分野の名称を変更すること以外は、6つのすべての重点分野を維持す
ることに同意しました。名称の変更は、2019年7月1日からになっています。   

•疾病予防と治療 

•母子の健康 

•水と衛生* 

•平和構築と紛争予防* 

•地域社会の経済発展* 

•基本的教育と識字率向上 

* 名称変更（「水と衛生」に日本語の変更はありません） 
 

ガバナーエレクト事務所開設のご案内  

 

ガバナーエレクト  藤井 秀香 

次年度地区代表幹事 大石 武徳 

開 設 日      2019年10月1日（火） 

所 在 地      〒640-8331  和歌山市美園町３丁目３４番地 けやきONE 301号室 

                    TEL ： 073-426-2640 

                    FAX ： 073-426-2660 

                    E-mail ： fujii@rid2640g.com 

執務時間     9：00～17：00 （休日：土・日・祝祭日） 

担当事務所員 安部 裕子 







地区では、登録率 ５０％UP を目標にしています。皆さんのご協力をお願いします。 



ガバナー月信は、地区と地区内クラブの
情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に
活かせてもらうため、情報収集に努めてい
ます。皆様の寄稿、ご協力をお願いします。 

具体的には、記念事業や特別例会、クラ
ブ奉仕活動、親睦活動（家族会、親睦旅行、
同好会等）や会員増強等、職業奉仕（講演
会、講習会、視察等）、社会奉仕（清掃活動、
福祉・教育支援事業等）、国際奉仕（友好クラ
ブとの交流、各社会奉仕プロジェクト）、青少
年奉仕（青少年交換、インターアクト、ロー
ターアクト、ライラ等）、そのほか、ロータリー
財団、米山記念奨学会等の活動などの案
内、募集、報告等の寄稿をお願いします。 

また、ご提供いただける情報は、文書面、
資料、写真をＦＡＸ、封書等又はメールでガ
バナー事務所へご送付ください。 

月信では、引き続き、国際ロータリー、地
区、クラブの情報をとりまとめ、掲載情報の
収集等、紙面の充実に努めてまいります。 

ご協力、よろしくお願いします。 

国際ロータリー第2640地区 ガバナー事務所     〒640-8331 和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室          
                                              TEL（073）426-2640 FAX（073）426-2660 
                                              E-Mail:nakano@rid2640g.com 

国際ロータリー第2640地区  

ガバナー事務所 アクセス 

JR和歌山駅西口から徒歩7分 阪和道、和歌山インターから約10分 

10月は「経済と地域社会の発展月間」と「米山月間」 


